
別添資料 

令和元年度（2019年度）の重点を踏まえた関係機関等における今年度の取組例について 

【令和元年度（2019年度）の重点】 

重点１：いじめの未然防止に向け、児童生徒が考え、議論する主体的な活動を推進し、児童生徒のコミュニケーション能力を育成する取組の充実 

重点２：道や市町村が策定する「いじめ防止基本方針」を踏まえ、いじめ・不登校の早期発見・早期対応に向けた関係機関との連携による支援体制の充実  

 小学校・中学校・義務教育学校・高等学校・特別支援学校 教育委員会 ＰＴＡ 社会教育・子ども会 

重

点

１ 

○児童生徒が主体的に取り組む児童会（生徒会）活動の充実 

○道徳教育の充実 

○地域住民と学校が一体となって取り組む教育活動の展開 

○全校生徒による地域ボランティアの取組 

 

○市町村独自で実
施する子ども会
議の実施及び取
組の普及 

 

○児童生徒を対象
としたレクリ 

エーションや学
習会の実施 

 

○各地域の大人と児童生徒が触れ合う機
会の設定 

○各地区における異年齢交流等の充実 

 

 

重

点

２ 

○「児童生徒理解・支援シート」及び子ども理解支援ツール「ほ
っと」等の活用 

○学校いじめ防止基本方針の見直し及び周知の徹底 

○医療機関や児童相談所等との連携 

○スクールカウンセラーや教育相談員等の活用 

○北海道いじめ防
止基本方針を踏
まえた「いじめ防
止に向けた基本
方針」の策定 

○学校とＰＴＡに
よる連携の強化 

○児童生徒を見守
る環境の整備 

 

○様々な活動への支援による「風通しの
よい地域づくり」 

 

 

 

 

 警察 環境生活課 保健行政室 児童相談所 指導員会 法務局 人権擁護委員会 

重

点

１ 

○警察官による「い
じめ防止教室」の
実施 

○高校生による防
犯ボランティア 

○コミュニケーシ
ョン能力を高め
るための「少年の
主張大会」の開催 

 

○児童生徒を対象
にした相談体制
の充実 

 

 

○各種検査の実施
及び保護者への
公表 

 

 

○児童生徒がより
よい人間関係を
築くための、自主
的な活動の支援 

 

○様々な人が、スポ
ーツの楽しさを
アダプテッド・ス
ポーツの推進 

 

○「人権教室」の開
催 

○「人権の花運動」
の取組 

 

重

点 

２ 

○子ども健全育成
サポートシステ
ムの有効活用 

 

 

○携帯電話販売店
に対する、フィル
タリング設定を
促す継続的な指
導 

○不登校や引きこ
もりなど、思春期
の課題に関する
研修会の実施 

 

○不登校の解決に
向けた組織的な
対応 

 

 

○子どもネットワ
ーク組織の拡充 

 
 
 

○「全国中学校人権
作文コンテスト」
の参加への積極
的な働き掛け 

 

○「ＳＯＳミニレタ
ー」を活用した児
童生徒の声を聞
き取る取組 

 
 


